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これまでの経過と今後のスケジュール
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意見募集
（パブリック・コメント） 第

４
回

○ 「持続可能な地域のあり方懇話会」は、これまで３回開催し、地域活動における課題や
その解決策の方向性について、委員の皆さまのご意見をうかがってきました。

○ 第３回でいただいた意見を反映した構想案について、2/1～3/2の30日間でパブリック・
コメントを実施し、８名からご意見をいただきました。

○ 年度内の構想完成に向けて、本日は構想案についてご意見をいただきます。

「
若
者
の
声
を
聴
く
」

取
り
組
み

第
３
回
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⚫ 地域の中心として人が集まる場があるということは大事なこと

⚫ 現在でも町会・自治会の負担が大きい。軽減できれば「地域連携の場」は意義がある

⚫ 町会・自治会は人々が集まる場所を求めているのではない、集まる仕組みを求めている

⚫ 区役所が身近になって、今までは行かなければいけない区役所だったが、これからは来てく
れる、出迎えてくれる区役所ならば非常にありがたい

⚫ ミニ区役所は人と人とをつなぐ仲介者としての役割があるのではないか。地縁を育てる形を
ミニ区役所には期待している

⚫ ミニ区役所について広く周知することが必要。学校で説明を受ける機会があれば身近に感じ
るのではないか

第３回あり方懇話会でいただいた主なご意見
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⚫ 素案についてはおおむね同意

⚫ 100年後の人口減少に対して、区が取り組もうとされている姿勢は区民としては大変あり
がたく、想いをぜひ形にしていただきたいと感じた

⚫ 「目指す区の姿」を改めてより明確に示してほしい

⚫ そもそも「人と人とのつながり」がなぜ必要なのか記載しては？

⚫ 新しいことを考えるよりも区にある個別課題を先に解決していくことが大切ではないか

⚫ 目的を統一していないために、様々な立場で様々な意見（こうだったらいいなというよう
な）を言い合ってしまった

⚫ カタカナ表現を分かりやすくしてほしい

構想全体について

目指す地域の姿を実現するための取り組みについて



⚫ ミニ区役所について、 どこか試作的に3～5か所でデータを取ってみるべきではないか

⚫ ミニ区役所の使い方も2100年では変わっているのでは。時代にあわせて変化が求められる

⚫ 現在の町会・自治会との線引きが見えない。ミニ区役所は「なごみの家」の拡大版に思える

⚫ 誰もが立ち寄りやすい「営業時間」、「バリアフリー」の課題がある

⚫ 視覚や聴覚など障害のある方とのコミュニケーションをどうとっていくかについても課

題としてあると考える

第３回あり方懇話会でいただいた主なご意見
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目指す地域の姿を実現するための取り組みについて

現状の課題における課題を解決するための取り組みについて
⚫ 短期と中長期の具体的な期間を入れるとイメージがつきやすい

⚫ 担い手不足解消のためのインセンティブには、「金銭的」「物理的」以外に、「精神的」なものも
考える必要がある

⚫ 「コーディネーター」の役割は、区の職員はもちろん、自治会や中高生も「地域コーディネー
ター」として広報や運営方法の決定などを担う人たちがいてもよいのでは？

⚫ 子どもの地域活動への参加は、その家族が参加するきっかけにもなる。また、将来の地域活
動の担い手にもなる

⚫ イベントに参加したくても、一緒に参加できる友達が地域外にいるため、一人で参加しにくい

⚫ 「やさしい日本語講座」など外国人対応が必要

⚫ 地域活動に楽しく元気にかかわることが重要。その姿を見て一人ひとりが自分事として興味
を持ってもらいたい



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見 「目指す区の姿」を改めて
より明確に示してほしい



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見 そもそも「人と人とのつながり」
がなぜ必要なのか記載しては？



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

自治会や中高生も「地域コーディネーター」として広報や
運営方法の決定などを担う人たちがいてもよいのでは？



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

視覚や聴覚など障害のある方とのコミュニケーション
をどうとっていくかについても課題としてある



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

誰もが立ち寄りやすい「営業時間」、「バリアフリー」
の課題がある



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

ミニ区役所の使い方も2100年では変わっているのでは
時代にあわせて変化が求められる

ミニ区役所は「なごみの家」の拡大版に思える



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

短期と中長期の具体的な期間を入れると
イメージがつきやすい



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

担い手不足解消のためのインセンティブには、「金銭的」
「物理的」以外に、「精神的」なものも考える必要がある



いただいたご意見 子どもの地域活動への参加は、その家族が参加するきっ
かけにもなる。また、将来の地域活動の担い手にもなる

第３回でいただいたご意見と反映内容
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第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

イベントに参加したくても、一緒に参加できる友達が
地域外にいるため、一人で参加しにくい



第３回でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見

「やさしい日本語講座」など外国人対応が必要



楽しく元気にかかわること、その姿を見て
一人ひとりが自分事として興味を持ってもらいたい

いただいたご意見

第３回でいただいたご意見と反映内容
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第３回でいただいたご意見と反映内容

いただいたご意見 カタカナ表現を分かりやすくしてほしい

ページ 修正前 修正後

36 （地域活動に関わる皆さまの）ニーズ （地域活動に関わる皆さまの）課題

36 （企業の）ニーズ （企業が）提供できる解決策

36 インセンティブ きっかけ

38 グリーンスローモビリティ 下記の説明文追加

39 プラットフォーム ホームページ

40 モチベーション きっかけ
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意見募集でいただいた主なご意見

⚫ 素晴らしいと思います

⚫ AIの活用により、行政業務の滞りを避け、少ない予算で住民から頼りになる区になる
と思う

⚫ 区民同士のつながりを実感するためには、公式ラインやオープンチャットに力を入れる
べきではないか。利用拡大には、金銭的報酬をプレゼントするのが効果的だと考える。
イベントに参加する前に、何かしらのつながりがあった方が、よりイベントの楽しみが増
大する

⚫ 区の進め方は地域住民主体でないやり方のように感じる。地域のみなさんの「自分た
ちの地域は、自分たちで作る」姿勢を大事にするべき。自治会・町会は地域づくりには
欠かせない団体であり、そして地域のその他の様々な団体、企業とも時間をかけて地
域づくりを進めるべき。「短期・中・長期」の進め方も地域に根差して、地域住民が主体
で解決に向けて取り組むべき。

⚫ もっと時間をかけて基本構想策定に取り組むべき。3月で基本構想を完成させると
言っているが、「ミニ区役所」についても、議会の場で十分議論すべき
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期間：2月1日～3月2日（30日間）

意見者数：8名



意見募集でいただいた主なご意見

⚫ 「持続可能な」という言い回しについて非常に違和感を覚える。"持続させること"は区
民に課せられた責任ではなく区が負っている責任である

⚫ 70年以上先の状況ではなく、現在の足元の状況を的確に捉え、対処するべき

⚫ 民間企業と区は一切関わるべきではない。 民間企業が地域貢献したいのであれば、区
を通さず、自力で営業活動をして実施すればよい

⚫ 「まちのこれからについて意見や希望をもつ方が自由に集まりにぎやかに語りあう姿」
というものが懇話会という形で部分的に実現できているので、懇話会を継続すべき。

⚫ 本構想には反対。区民サービスの縮小につながる可能性が高いミニ区役所の構想や新
庁舎建設についても反対

⚫ 懇話会や若者の声の実施で意見を踏まえたとあるが、人数が定量的に示されていない。
期間も短く、範囲が限定的なため、より時間をかけて意見を聴取すべき

⚫ 若者の声については、学校数の記載はあるが、人数などの規模は読み取れない。懇話
会とのバランスを考えても、記載は不十分ではないか

⚫ 課題解決に向けた協力先の中に、神社や仏閣など地域の文化的資産を追加してはどう
か
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いただいたご意見 課題解決に向けた協力先の中に、神社や仏閣など
地域の文化的資産を追加してはどうか

意見募集でいただいたご意見と反映内容
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いただいたご意見 若者の声の実施で意見を踏まえたとあるが、
人数が定量的に示されていない

意見募集でいただいたご意見と反映内容
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第６章

本構想の策定経過

6.１ 「持続可能な地域のあり方懇話会」について
6.２ 「若者の声を聴く取り組み」について
6.２ 意見募集（パブリック・コメント）について
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６.１ 「持続可能な地域のあり方懇話会」について

22

日ごろから地域活動に関わっている団体の皆さ

まや地域活動に参加している区民の皆さまと、活

動の課題や解決策の実現に向けて話しあうため、

「持続可能な地域のあり方懇話会」を立ち上げま

した。

計４回を開催し、江戸川区の目指す地域の姿や

そのための取り組みについて、３２名の委員の皆

さまと議論を重ねてきました。

当日の様子

実施日：２０２５年８月２７日、１０月１８日、１２月２３日

２０２６年３月１５日

実施方法：テーマごとにグループワーク など

第６章 本構想の策定経過

ＨＰへの
2次元
コード

詳しい取り組みはこちら

ＨＰへの
2次元
コード

委員名簿はこちら



６.２ 「若者の声を聴く取り組み」について

第６章 本構想の策定経過

ワークショップ

2025年10月
東京福祉専門学校
愛国学園短期大学

2025年11月 東京コミュニケーションアート専門学校

アンケート

2025年
10月～11月

小松川高等学校 紅葉川高等学校
江戸川高等学校 江戸川女子高等学校
小岩高等学校 篠崎高等学校

葛西工科高等学校 関東第一高等学校
葛西南高等学校

将来、地域に関わる学生の皆さまに地域コミュニティの理想の姿・実現のためのアイデアを自由
に出してもらいました。総勢801名の学生の皆さまにご意見をいただきました。
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６.３ 意見募集（パブリック・コメント）について

持続可能な地域のあり方基本構想（案）に対する意見募集（パブリック・コメント）

持続可能な地域のあり方基本構想（案）について、意見募集（パブリック・コメント）を広報えどが

わ（2026年２月1日号）にて実施し、8名からご意見をいただきました。

・意見募集期間：202６年２月1日～３月２日

ＨＰへの
2次元
コード

ＨＰへの
2次元
コード

詳しい取り組みはこちら

意見の詳細はこちら


